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あらまし 本稿では都内で働く女性を対象としたフリーマガジンと連動するサイトにおける店舗ページの推薦方法に

関して検討を行った．このサイトにアクセスするユーザは都内で働く女性が多いという特徴があり，アクセスログデー

タの解析を行った結果，リラクゼーションと同時に他の異なるジャンルに属する店舗ページを閲覧するユーザが多い

など，興味深い知見が得られた．
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Abstract We study for shop recommendation in a web site which is connected free magazine for working women in Tokyo.

There is characteristic that many users accessed this site are working women in Tokyo. Some interesting facts are found in the

results of access log analysis. For example, there are many users who viewed shopping pages belonging to relaxation genre

and other different genres simultaneously.
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1. は じ め に

インターネットの爆発的な普及により，自分の興味がある情

報の探索，購入予定の商品やレストラン，旅館の評判探索な

ど，ユーザが望む情報を Web空間から手軽に入手できるよう

になった．

Web空間におけるユーザ行動を支援するための研究は盛んに

行われており，例えば，ユーザの行動抽出，ある分野に関する

評判の自動抽出，検索支援，商品の推薦などあらゆる研究が行

われている．さらに，あるサイトにおけるユーザの行動分析を

詳細に解析することで，Webページのアクセス数向上や Web

広告について統合的にサポートするビジネスも誕生している．

ユーザの行動分析をするためにはユーザの特性を把握する必

要があるが，既存の研究では，

• ある特定の内容に特化したサイトのアクセスログ

• 検索エンジンやポータルサイトなど不特定多数のユーザ

がアクセスを行うサイトのアクセスログ

• 各検索エンジンが提供している検索ランキングやスニ

ペットなど検索結果に関連する情報

• 一般に公開されている大学の proxyサーバや NASAなど

のアクセスログ

などを利用しており，Web空間におけるユーザの行動に限定し

たものである．

アクセスログを用いた研究は，例えば，Webページやユーザ

のクラスタリング [2], [13]，ユーザの行動抽出 [4], [11]，検索支

援 [1], [5], [10], [12]，閲覧行動支援 [6] など数多くの研究が行わ

れている．これらの研究は主に Web空間におけるユーザの行

動支援を目的としているため，実世界の行動との関連に関して

は議論されていない．実世界と Web空間の両者に関連する研

究としては，宇陀らの図書館サービスの利用者を対象とした利

用状況の調査 [9] や，柴田らのライフログを用いた子供の事故

防止対策に関する研究 [7] などが行われている．

また，上記の研究で用いられている主なログデータとしては

• 自サイトまたは共同研究している企業のアクセスログ



図 1 フリーマガジン「Well」のトップページ

データ

• The Internet Traffic Archiveで公開されているアクセスロ

グデータ [8]

• インターネット視聴率調査会社が提供するウェブサイト

視聴データ (パネルログ)（注1）

• Overtureが提供するクエリログ (キーワードアドバイス

ツール)（注2）

などがあるが，基本的には不特定多数のユーザを対象にした

データのため，我々が用いた年齢層や性別が偏ったアクセスロ

グとはその性質が異なる．

我々は，以前，都内の女性 OLをターゲットとしたフリーマ

ガジンと連動するユーザ属性がある程度定まったサイトのアク

セスログを用いて，アクセス時間や検索語に焦点を当てたユー

ザの行動解析を行った [3]．本稿では，ユーザに対して店舗ペー

ジの推薦を行うための予備解析を行い，そこから得られた新た

な知見を示す．

2. フリーマガジンとアクセスログデータの詳細

まず，今回我々が解析を行ったサイト（注3）と連動しているフ

リーマガジン「Well」(図 1)についての説明を行う．この雑誌

は偶数月の 20日に発行されており，以下の方法で毎号約 30万

部が配布されている．

• 朝と夕方に，丸の内，銀座，六本木などで街頭配布 (発

行日から一週間程度)

• 地下鉄の駅に設置されているラック (約 20箇所)

• コンビニに設置されているラック (約 750箇所)

• 企業配布千代田・中央・港区約 4,000オフィス（約 7万

人定期読者）

• 都内飲食店，スクール，美容院，など設置協力店 (約 500

（注1）：ネットレイティングスやビデオリサーチインタラクティブが有償で提供

するデータ

（注2）：2007年 5月に正式サポートを終了

（注3）：http://my-well.net

店舗)

雑誌の内容は銀座・丸の内・青山・六本木など山手線の内側

をメインターゲットにしたものになっており，雑誌で紹介され

ている店舗は以下の 8つに分類されている．

（1） グルメ＆ドリンク

（2） ビューティー

（3） アミューズメント＆レジャー

（4） キャリア＆ライフ

（5） ショッピング＆ピックアップ

（6） ヘルス＆クリニック

（7） ヘア＆メイク

（8） リラクゼーション

この雑誌に掲載された店舗情報はすぐに連動するサイトに掲

載される仕組みとなっている．このサイトでは今のところユー

ザ登録などの仕組みを導入していないため，アクセスしたユー

ザの年齢や男女比などを正確に掴むことはできないが，サイト

内で使われた検索語やサイトに流入するために使われた検索語

の調査や読者アンケートから 20-30代の女性が大多数を占めて

いると考えられる．

今回解析を行ったアクセスログは 2004年 2月から 2008年

12月まで（注4）であり，データ量は約 8Gbyteであった．ここか

ら，html,htm,phpのファイルのみを抽出し，さらにWebクロー

ラーなど自動巡回ツールからのアクセスを取り除くクリーニン

グ処理を行うことで，最終的には 250万アクセスとなった．ま

た，アクセス元の IP情報の種類は約 55万であった．1人で複

数の IPアドレスを使用していたり，アクセス毎に IPアドレス

が変更されることがあるため，ユーザ数の詳細については分か

らないが，少なくとも数千から数万人のアクセスがあったと考

えている．また、クリーニングしたログデータから，IPアドレ

スを元に約 87万セッションを抽出し解析を行った．（注5）

今回解析を行ったアクセスログは Apacheサーバのログのた

め，アクセスしたユーザの IPアドレス，アクセス時間，アク

セスされたページ，リファラー，ブラウザなどの情報を含んで

いる．また，各店舗はWellコードと呼んでいる ID を割当てて

おり，サイト内の各店舗ページはこの番号を元に自動生成され

る仕組みになっている．Wellコードからジャンルを特定するこ

とが可能なため，今回の解析では店舗ページのアクセス以外に

も，ジャンル毎にアクセス状況を調べた．

3. 解 析 結 果

アクセスログから得られる情報を元に今回の解析では以下の

調査を行った．

（1） 各店舗ページのアクセス数の傾向

（2） 同一セッション内で閲覧された店舗ページの傾向

（3） 同一セッション内で閲覧されたジャンルの傾向

（注4）：途中，2005年 1月-5月と 2006年 7月-12月はデータが欠落している．

（注5）：セッションの抽出方法：1.アクセスログを同一 IPでまとめ，アクセス時

間順にソートする．2.アクセス時間が 30分以上開いた場合はセッションの分割

を行う．
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図 2 店舗ページのアクセス数の傾向
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図 3 同一セッション内で閲覧された共起する店舗ページのアクセス

傾向

3. 1 店舗ページのアクセス数の傾向

まず始めに店舗ページのアクセス数の調査を行った．店舗

ページのアクセス数の合計は 394,679であった．店舗ページの

アクセス件数が全セッション数 (約 87万セッション)より少な

いことから，店舗ページにアクセスしないケースが数多く存在

し，ユーザに対する店舗ページ推薦の必要性を表している．

アクセスが多い順に店舗をソートした結果を図 2に示す．図

の横軸はアクセスが多い順に店舗ページを並べた時の順位であ

り，縦軸はその店舗ページに対するアクセス数を示している．

なお，縦軸については対数としている．結果から，アクセス数

はべき乗則となっていることが分かる．

3. 2 同一セッション内で閲覧された店舗ページの傾向

複数の店舗ページを閲覧したセッションを対象に，ユーザが

同一セッション内で閲覧した店舗ページの組合せの調査を行っ

た．ユーザが閲覧した店舗ページの組合せ数は約 49,000であ

り，その頻度の合計は 105,792であった．頻度の傾向について

は図 3に，その組合せの内容については表 1に示す．図 3の横

軸は組合せ頻度が多い順に並べた時の順位であり，縦軸は頻度

表 1 同一セッション内で閲覧された共起する店舗ページのジャンル
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を示している．なお，縦軸については対数としている．この結

果についても，べき乗則となっていることが分かる．

また，表 1については，組合せ頻度が多い上位 30件につい

て，店舗ページが属するジャンルを示したものである．結果か

ら，6位と 17位以外については同一ジャンルであることが分か

る．また，グルメ＆ドリンクとヘア＆メイクど同士の組合せが

多いことが分かる．上位 100件まで調査した結果，ジャンルが

異なった組合せは 3件だけであった．一方，順位が下位の組合

せ 100件についてランダムに抽出して同様な調査を行ったとこ

ろ，ジャンルが異なった組合せは 27件であった．

3. 3 同一セッション内で閲覧されたジャンルの傾向

最後に，同一セッション内で閲覧した店舗ページの組合せに

ついて，そのページが属するジャンルの調査を行った．その結

果を表 2に示す．表中のジャンル名は店舗ページが属するジャ

ンルを示しており，例えば，左軸のリラクゼーションと縦軸の

ビューティーが交差する 2,264という値は，同一セッション内

でリラクゼーションに属する店舗ページとビューティーに属す

る店舗ページを同時に見たセッション数が 2,264あったことを

示している．

この表から，同一ジャンルへの移動が多く，それ以外ではリ

ラクゼーションに関するページは他のジャンルに属する店舗

ページとの組合せが多いことが分かる．また，キャリア＆ライ

フとショッピングピックアップの組合せや，グルメ＆ドリンク

とアミューズメント＆レジャーの組合せも多いことが分かる．



4. お わ り に

本稿では，都内の女性 OLをターゲットとしたフリーマガジ

ンと連動するユーザ属性がある程度定まったサイトのアクセス

ログを用いて，ユーザに対して店舗ページの推薦を行うための

予備解析を行い，店舗ページ推薦の可能性を模索した．

解析結果から，ユーザは同一のジャンルに属する店舗ページ

が多いことや，リラクゼーションに関するページは他のジャン

ルに属する店舗ページと一緒に閲覧されているといった知見を

得ることができた．今後はページ推薦を実際に行うためにより

詳細な調査と，時間や曜日によるユーザアクセスの傾向からの

アプローチについても検討を行う予定である．
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